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シリーズ地域に学13¥子どもだち・・・⑥

発掘現場は¥真夏日ガ続き日照り状態。夏休み中に3

回開かれだ教青委員会主催の考古学教室のうち" 8月10

日の「発掘体験コースJ に参加しだ子どもだち。

し疋だり落ちる汗と、砂ぼこりにまみれながら、縄文

のかけらに夢をはせていまし芝。



昭和31年9月10日の魚津大火の跡

死者5名、1，392戸焼失という大惨事と

画圃圃園
田・・圃・・里里里~

置置・置量

C入 1993年(1.15)
釧路沖地震 M7.8 

1952年(3.4)

+勝沖地震 M8.2 

1993年(7.12)

北海道南西沖地震 M7.8 

占
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阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
、
は

や
6
0
0
日
近
く
が
た
ち
ま
し
た
。

横
倒
し
と
な

っ
た
ビ
ル
、
が
れ
き

の
山
と
な
っ
た
家
々
、
そ
し
て
数

日
に
わ
た
っ
て
続
い
た
火
災
。
阪

神

・
淡
路
に
限
り
ま
せ
ん
。
日
本

全
国
で
大
地
震
や
水
害
が
発
生
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

こ
の

8
月
に
は
東
北
で
地
震

が
起
き
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
は
、

1
、
8
5
8
年

(安
政

5
年
)
の
安
政
の
大
地
震
以

来
、
大
き
な
地
震
は
起
き
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
長
い
問
、
発
生

し
て
い
な
い
地
域
が
危
険
だ
と
す

る
学
説
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
の
発
生
場
所
と
い
わ
れ
る
活

断
層
も
、
県
内
に
は
、
い
く
つ
も

存
在
し
ま
す
。

い
つ
地
震
が
発
生

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
す
。

地
震
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

魚
津
市
は
、
昭
和
泊
年
9
月
刊

日
の
大
火
を
は
じ
め
、
火
災
や
洪

水
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け

て
き
ま
し
た
。

日
本
全
国
で
地
震
観
測
や
治
水

J 

事
業
、
防
火
対
策
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
災
害
が
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
、
明
確
な

答
え
は
誰
も
知
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
、

一
人
ひ
と
り
の
災
害
に
対
す
る
備

え
が
大
切
な
の
で
す
。

。0
関東大震災以降も全固いたる所で大地震が発生しています

あ
な
た
の

防
災
対
策
は

ー
、
地
震
の
時
は
、
ま
ず
、
身
の

安
全
、
そ
れ
か
ら
火
の
始
末

火
の
始
末
は
大
切
で
す
が
、
揺

れ
の
大
き
い
場
合
は
机
や
テ
ー
ブ

ル
の
下
に
身
を
隠
し
、
揺
れ
が
収

ま
っ
て
か
ら
火
を
始
末
し
ま
す
。

2
、
津
波
の
恐
れ
の
あ
る
と
き
は

急
い
で
避
難

家
が
海
岸
線
に
近
い
場
合
は
津

波
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ

が
収
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
、
徒
歩

で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
災
害
時
に
は
隣
、
近
所
の
助

け
合
い

災
害
発
生
時
に
一
番
頼
り
に
な

る
の
は
近
所
の
人
で
す
。
日
頃
か

ら
地
域
の
付
き
合
い
を
大
切
に
。

4
、
年
に
一
度
は
家
族
防
災
会
議

食
料
の
備
蓄
や
家
具
等
の
転
倒

防
止
、
避
難
場
所
や
緊
急
時
の
連

絡
方
法
な
ど
を
確
認
す
る
。

5
、
防
災
対
策
は
継
続
し
て

現
在
、
様
々
な
防
災
対
策
を
実

施
し
て
い
て
も
、
時
間
が
経
過
す

る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
お
ろ
そ
か

に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
凶
年
、
初
年
と
継
続
し
た

対
策
が
必
要
で
す
。

a 



大
町
枝
下
で

防
災

司11

9
月
辺
日
(
日
〉
午
前
9
時

i
n時

避
難
場
所
大
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

訓
練
は
、
富
山
湾
沖
で
地
震
が

発
生
し
、
魚
津
市
で
は
震
度
6
の

強
い
揺
れ
が
あ
り
、
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
ま
す
。

建
物
の
倒
壊
、
同
時
多
発
火
災
、

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
損

壊
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、
消
防
、

警
察
、
医
療
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関

係
機
関
な
ど
が
参
加
し
ま
す
。

特
に
今
回
は
、
同
報
系
無
線
を

使
っ
た
は
じ
め
て
の
訓
練
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練

や
、
お
年
寄
り
な
ど
の
誘
導
訓
練

を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
で
き

る
だ
け
住
民
参
加
型
の
訓
練
に
す

る
予
定
で
す
。

自
分
や
家
族
、
地
域
の
安
全
の

た
め
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

iv 

は
じ
め
て

同
報
系
無
線
使
用

こ
の
設
備
は
、
海
岸
線
に
設
置

し
た

8
か
所
の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
、

1
0
0
基
の
戸
別
受
信
機
を
無
線

操
作
に
よ
り
起
動
。
津
波
警
報
な

ど
が
発
令
さ
れ
た
時
、
サ
イ
レ
ン

と
音
声
に
よ
り
、

一
斉
に
避
難
勧

告
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
M
時
間

体
制
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

訓

練

内

容

訓
練

防
災
写
真
及
び
防
災
用
品
展

山
間
消
防
及
び
消
防
団
に
よ
る
各
種

訓
練

例
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
者
に
よ
る

早
期
復
旧
訓
練

附
食
糧
の
供
給
訓
練

問
富
山
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
情
報
収
集

山
津
波
や
火
災
か
ら
の
避
難
訓
練

ω災
害
弱
者
の
安
否
確
認
と
避
難

誘
導
訓
練

ω初
期
消
火
訓
練

ω倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
訓
練

ω体
験
コ
ー
ナ
ー

震
度
体
験

・
煙
中
体
験

・
救
護

市
の
防
災
対
策

現
在
、
魚
津
市
で
は
平
成
8
年

度
中
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

完
了
を
目
指
し
、
各
種
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、

今
年
度
も
各
種
の
防
災
対
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

-
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト

市
の
災
害
に
対
す
る
健
康
診
断

で
す
。
液
状
化
の
発
生
地
域
、

震

度
の
強
い
地
域
、
津
波
の
到
達
区

域
等
の
様
々
な
調
査
を
実
施
し
、

防
災
対
策
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す

0

・
浄
水
設
備
の
設
置

村
木
小
学
校
の
プ

l
ル
を
耐
震

構
造
化
し
、
浄
水
設
備
も
設
置

0

・
避
難
場
所
の
耐
震
調
査

-
生
活
物
資
等
の
備
蓄

・
気
象
情
報
の
導
入

豪
雨
や
豪
雪
及
び
台
風
等
の
、

魚
津
市
に
範
囲
を
限
定
し
た
、
き

め
細
か
い
気
象
情
報
を
入
手
し
、

防
災
対
策
に
役
立
て
て
い
ま
す

0

・
海
抜
表
示
板
の
設
置

沿
岸
部
の
電
柱
等
に
設
置

・
消
防
資
機
材
の
整
備

エ
ア

l
テ
ン
ト
の
購
入
、
消
防

団
の
無
線
設
備
の
新
設
、

5
代
目

雄
山
丸
の
更
新
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
設
備
の
設
置

a 



天神地区 8月2日開催

日
嗣
間
同
問
嗣
閏

天
神
地
区
の
「
市
長
と
語
る
会
」
が

8
月

2
日
、
天
神
野

新
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
魚
津
や
地
区
の
将
来
に
つ

い
て
話
し
合
う
た
め
、

7
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、

8
月
に
は
上
中
島
、
道
下
地
区
で
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
概
要
は
川
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
天
神
地
区
の
外
来
者
。
か

満
足
す
る
地
域
性
豊
か
で

独
創
的
な
環
境
の
整
備
等

司
Z

没
林
を
も
っ
と
観
光
資
源
と

.. 
し
て
生
か
す
た
め
に
、
漁
港

周
辺
を
も
っ
と
整
備
で
き
な
い
か
。

魚
津
の
海
産
物
・
農
作
物
を
販
売

す
る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
建
設
も
必

要
だ
。
ま
た
、
漁
網
や
砂
利
が
あ

り
美
観
を
損
ね
て
い
る
。

見語ろう
玄 (市長と語る会)

海
鮮
組
を
中
心
と
し
て
朝
市
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
魚
津
港

の
改
修
に
合
わ
せ
て
、
整
備
を
本

格
化
し
て
い
き
た
い
。
漁
網
置
場

は
漁
民
の
方
と
話
し
合
い
を
進
め

て
い
ま
す
。
砂
利
に
つ
い
て
は
、

魚
津
港
が
商
港
で
あ
る
た
め
、
運

搬
を
な
く
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

一
早
川
川
地
区
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

一
;
;
の
接
続
ポ
イ
ン
ト
が
欲
し
い

十
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
も

一
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

霊
気
楼
情
報
を
提
供
し
て
い

る
ミ

ラ
ー
ジ
ュ

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
、
今
年
中
に
事
業

を
開
始
す
る
は
ず
で
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
は
、
商
工
会
議
所
を
中

心
に
し
て
事
業
化
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

一
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も

一

良

い

場

所

が

な

い

。
片
貝
川

一
の
河
川
敷
を
公
固
化
す
る
な
ど
で

「
き
な
い
か
。

現
在
、
川
の
瀬
匠
地
の
検
に
約

2
、
2
0
0
耐
の
公
園
を
作
っ
て

い
ま
す
。
片
貝
川
中
城
で
は
、
低

水
護
岸
堤
防
と
そ
の
公
園
化
を
、

県
と
検
討
中
で
す
。

吾
川
し
い
物
を
作
る
の
も
必
要
だ

:
:
が
、
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど

既
設
の
施
設
を
も
っ
と
活
用
で
き

な
い
か
。

温
泉
の
宿
泊
者
に
地
元
の
観
光

パ
ン
フ
や
資
料
館
の
無
料
券
、
半

額
券
の
配
布
、
展
示
だ
け
で
は
な

く
体
験
学
習
を
す
る
な
ど
。

定
神
山
を
も
っ
と
整
備
し
て
、

・0

司
立
山
連
峰
や
富
山
湾
を
望
め

る
展
望
地
を
作
れ
ば
ど
う
か
。
ま

た
黄
金
イ
チ
イ
と
い
う
木
を
植
え

れ
ば
、
山
一
面
が
黄
金
色
に
な
る
。

ア
イ
デ
ア
が
必
要
だ
。
周
辺
の
施

設
の
横
の
つ
な
が
り
も
重
要
だ

0

1

楽
し
い
も
の
な
ど
、
い
ろ
ん
な

ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

す
今
後
の
日
程

9
月
M
日
(
火
)
村
木
地
区

9
月
お
日
(
水
)
西
布
施
地
区

9
月
幻
日
(
金
)
片
貝
地
区

日
月
1
日
(
火
)
松
倉
地
区

日
月
3
日
(
木
)
大
町
地
区

日
月
4
日
(
金
)
下
中
島
地
区

会
場
松
倉
地
区
は
金
山
谷
郷
土
文
化
保

存
伝
習
館
、
そ
の
他
は
各
地
区
公
民
館

9
月
8
日
(
日
す
日
日
(
土
)
は

救
急
医
療
週
間

週
間
中
の
主
な
行
事

救
急
フ
ェ
ア

9
月
8
日
(
日
)
午
後
1
時
i

場
所
サ
ン
プ
ラ
ザ

血
圧
測
定
、
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
等

女
消
防
署
で
は
、
週
間
中
に
関
係
な

く
消
火
訓
練
や
応
急
手
当
の
講
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で

も
個
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

mu
M
I
o
-
-
9
 

す宇品

左
図
は
、ド
リ
ン
カ
!
の
救
命
曲
線
と
い
い
ま
す
o

nノ

呼
吸
停
止
2
分
後
に
心
肺
蘇
生
法
を
開
始
す
る
と

ω

あ

-
rく
ら
い
の
確
率
で
生
命
を
救
え
ま
す
が
、
時
間
の

が

一
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
可
能
性
は
減
少
し
ま
す

om分

〉
}
句
つ

後
で
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
近
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ

よ

初
期
の
手
当
の
重
要
性
が
わ
か
り
ま
す
。

{
突
然
あ
な
た
の
自
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
:
:
:

る

る

ま

山
知

最
も
身

い

き

は

の

線

9

〕

近
な
第
一

二

月

、

曽

国

一

曲

一

ド

ォ

け

カ

命

l

一

発
見
者
が
、

く

で

け

れ

り

救

ハ

ノ

い

明

応
急
手
当

近

子

科

一

ド

¥
d
g
G
5
7行

え
る

ん
の

F
Q
6
4ぷ

4

村

か
ど
う
か

ば

た

応

パ

回

一

紅

で
、
命
を

ち
な
一

l

則

左
右
す
る

一

呼

こ

と

も

あ

い
あ

る
の
で
す
。

応
急
手
当
が
命
を
救
い
ま
す

(00 
(96) 

n

u

n

U

 

4
1
蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス
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8
月
市
議
会
臨
時
会
が

8
月
5

日
聞
か
れ
、
次
の

3
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

V
農
業
集
落
排
水
事
業
天
神
地
区

処
理
施
設
の
建
設
工
事
請
負
契
約

下
水
道

の
締
結
に
つ
い
て

天
神
地
区
処
理
施
設
の
建
設
を

約
3
億

6
、
5
0
0
万
円
で
契
約

V
魚
津
市
公
共
下
水
道
根
幹
的
施

設
(
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
建
設
工
事

の
委
託
協
定
に
つ
い
て

き
れ
い
な
水
を

未
来
ま
で

g
nー

1
0
3
8

市
下
水
道
課

下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
か
美
し
い
街
が
、
川
が
、
海
が
。
よ

み
が
え
り
ま
す
。
市
の
下
水
道
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
ご
家
庭

の
水
洗
化
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
水
洗
化
工
事
の
終
わ
っ
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
定
期
的
に

汚
水
ま
す
を
清
掃
す
る
な
ど
、
大
切
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

-Rト
イ
レ
に
異
物
を
流
さ
な
い
で

水
洗
便
器
は
流
水
部
が
曲
が
っ

て
い
ま
す
。
異
物
や
水
に
溶
け
な

い
も
の
は
流
き
な
い
で
く
だ
さ
い
。

少し丈使つで.::t..

女
ま
す
は
定
期
的
に
清
掃
を

た
ま
り
、
詰
ま
り
ゃ
す
い
の
で
、

定
期
的
に
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

命
嚇

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
沈
砂
池
棟
機

械
設
備
工
事
な
ど
を
、
9
億

1

0

0
万
円
で
日
本
下
水
道
事
業
団
に

委
託
。

V
魚
津
市
公
共
下
水
道
根
幹
的
施

設
(
北
鬼
江
中
継
ポ
ン
プ
場
)
建

設
工
事
の
委
託
協
定
に
つ
い
て

中
継
ポ
ン
プ
場
の
機
械
設
備
工

事
な
ど
を
、

2
億

1
、
2
0
0
万

円
で
日
本
下
水
道
事
業
団
に
委
託
。

安
危
険
物
を
流
さ
な
い
で

下
水
道
へ
は
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、

農
薬
な
ど
の
危
険
物
を
流
き
な
い

で
く
だ
さ
い
。
下
水
管
が
い
た
み

や
す
く
、
処
理
場
の
浄
化
能
力
が

低
下
し
ま
す
。

脅
水
は
節
約

資
源
の
無
駄
使
い
で
す
し
、
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
も
か
さ

み
ま
す
。

9
月
叩
日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ

l

救
急
車
は
何
分
で
や

っ
て
く
る
?

救
急
車
が

1
1
9
番
通
報
を
受
け
て
か
ら
、
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
平
均
時
間
は

5
1
6
分
で
す
。
呼
吸
停
止
の
傷
病
者
に
と
っ
て

は
、
き
わ
め
て
微
妙
な
時
間
で
す
。
脳
が
酸
素
無
し
で
生
き
て
い
ら

れ
る
時
間
は
わ
ず
か
3
j
4
分
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

傷
病
者
の
救
命
に
は
、
身
近
な
人
の
速
や
か
な
応
急
手
当
と
救
急

隊
員

・
医
療
機
関
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
な
の
で
す
。

誰
で
も
で
怠
る
心
肺
蘇
生
法

-
意
識
の
な
い
と
き
は

A
気
道
確
保

気
道
確
保
と
は
、
空
気
の
出
入
り
す
る

通
路
を
確
保
(
開
く
)
す
る
こ
と
。

片
方
の
手
を
前
額
部
に
あ
て
、
も
う
一

方
の
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
下
あ
ご

の
先
の
骨
の
部
分
に
当
て
て
、
あ
ご
を

持
ち
上
げ
ま
す
。

・
呼
吸
を
し
て
い
な
い
と
き
は

B

人
工
呼
吸

気
道
を
確
保
し
、
額
の
手
の
親
指
と
人

差
し
指
で
傷
病
者
の
鼻
を
つ
ま
み
ま
す
。

自
分
の
口
を
大
き
く
開
い
て
息
を
吹
き

込
み
ま
す
。
胸
部
が
動
く
の
を
確
か
め

な
が
ら

5
秒
に

1
回
の
割
合
で
く
り
返

し
ま
す
。

・
脈
が
止
ま
っ
て
い
る
と
き
は

C

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

胸
骨
の
下
半
分
に
両
手
を
重
ね
て
、
体

重
を
利
用
し
て
胸
骨
を
圧
迫
す
る
。

1
分
間
に

m
j
m回
く
ら
い
。

※
人
工
呼
吸
2
固
と
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ

日
回
を
交
互
に
く
り
返
し
ま
す
。

A
B
C
 

a 



。



じえ?/Vじ三，、、

勇壮
華麗じ

魚津の夏の風物詩“じゃんとこい魚津まつ

り"が、8月7日から 9日までの 3日間、盛

大に繰り広げられました。

ブラスバンドパレードで華やかに開幕、若

者たちが勇壮にひき回すたてもん、灯ろうゆ

‘ らめく経団七夕まつり、県外からも多数参加

守 したせり込み蝶六踊り街流し 、夏の夜空を彩
平

生 った花火など、観る人、参加する人すべてが

李 感動し、熱く燃えた 3日間でした。

よ
る
街
流
し

h
F
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ
レ
ー
ド

a 

4

司
管
内
津
の
P
R
に
頑
張
り
ま
r
}

す

(ミスしんきろう〉

金川 正美さん(22歳・滑川市)

“たくさんの人とお話したいです"

(ミスうおづ〉

内田由紀子さん(24歳・八尾町)

“魚津の食べ歩きをしたいです"

(ミスたてもん〉

道小島裕子さん(21歳・魚津市)

“道小島の名前を多くの人に知ってほしいです"



市
保
険
年
金
課
保
険
係

g
m
'
1
0
1
1

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
の
お
知
ら
せ

現
在
使
っ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
(
枠
の
色
が
黄
色
)
の
有
効

期
限
は
、

9
月
初
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
日
月
1
日
か
ら
は
新

し
い
保
険
証
(
枠
の
色
が
あ
ず
き

色
)
に
変
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
今
年
度
か

ら
各
家
庭
へ
直
接
郵
送
い
た
し
ま

す
。
い
ま
ま
で
の
黄
色
の
保
険
証

は
日
月
1
日
か
ら
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
処
分
す
る

か
、
保
険
年
金
課
ま
で
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
、

9
月
初
日

ま
で
に
届
出
の
あ
っ
た
内
容
を
-記

載
し
、

9
月
中
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。
9
月
幻
日
以
降
に
次
の
よ
う

な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
保

険
年
金
課
ま
で
届
出
て
く
だ
さ
い
。

①
職
場
や
、
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
と
き

(
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
と

職
場
の
健
康
保
険
証
を
持
参
)

②
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

(
印
鑑
、
健
康
保
険
の
離
脱
証

明
証
等
を
持
参
)

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
証
は
、
大
切
に

保
険
証
は
、
お
医
者
き
ん
に
か

か
る
た
め
の
大
切
な
証
明
書
で
す
。

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
保
健
医
療
制
度

内
歳
以
上
(
二
疋
の
障
害
の
あ

る
方
で
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
臼
歳
以
上
)
に
な
る
と
、
す

べ
て
の
保
険
制
度
の
加
入
者
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

《
手
続
き
》

刊
歳
の
誕
生
日

(叩
歳
に
な
る
月

の
下
旬
に
、
ハ
ガ
キ
で
案
内
し
ま
す
)

L
明

医
療
受
給
者
証

の
交
付

健

康

手

帳

d

※
初
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
適

用
と
な
り
ま
す
。

(
1
日
生
ま
れ
の
方
は
、
そ
の
月

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
)

(例
)
叩
月
か
ら
対
象

大
正
日
年
9
月
2
日
生
ま
れ
か
ら

叩
月
1
日
生
ま
れ
ま
で

《医
者
に
か
か
る
と
き
》

保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
、
健

康
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

《
窓
口
で
の
支
払
い
》

入院 通院

平年成8 4 1日 1カミ月

710円 1，020円

い 福老齢主年金受LをT 上住税民

払い毎最干月n 
月

日1 

方はる1 カず
すま。グ〉

平成

3円日00 課Z世非帯見 療言日会
年月9 3 

支てで 31 
臼

国保税(第2期)の
納期は

9月30日です

期日までに納めましょう

ft23-1012 

「寸

もらいすぎた年金は、あとが大変です
し 」

年金を受けている方が亡くなった時は、

2週間以内に、 『年金受給権者死亡届』を

提出してください。

この届出には、年金証書と死亡の事実を

明らかにする書類等が必要です。死亡届の

提出が遅れると 年金の支払いが止まらな

いために過払いとなり あとから返納して

いただくなど、大変面倒なことになります。

届出は、速やかに行いましょう 。

a 

ついうっかりの納め忘れがあると、将来、年金が減額されたり、年金がもらえなくなったりすること

があります。そんなことにならないために、口座振替をお勧めします。

富山県では推進月間キャンペーンを実施します。

4口座振替プレゼントの応募方法惨

・応募対象

現在口座振替で納入している人及び平成 8年11月

末日までに口座振替の手続きをした人

・応募期間 平成 8年10月1日から11月末日まで

・取扱い窓口 市保険年金課国民年金係

・フ。レセ。ント

国民年金保養センター「ひみ」ぺア宿泊券 10組

テレホンカード 50名 ドクターグリ ップボールペン 50名

応募用紙は、市保険年金課国民年金係にありますの

で、必要事項を記入して、窓口に提出してください。
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平
成
9
年
4
月
か
ら
、
消
費
税

率
が
改
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地

域
福
祉
な
ど
の
充
実
の
た
め
地
方

消
費
税
の
創
設
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
消
費
税
率
の
改
定

税
率
は

5
%
(
現
行

3
%
)
と
な

り
、
う
ち
、

1
%は
地
方
消
費
税

分
で
す
。

②
税
率
の
経
過
措
置

平
成
9
年
4
月
以
後
の
取
引
で

も
、
現
行
の
消
費
税
率
(
3
%
)
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
例
住
宅
等
の
請
負
工
事
〉

平
成
8
年
日
月
1
日
前
に
契
約

し
、
引
渡
し
が
平
成
9
年
4
月

1

契約と遺言は
二公正証書で二

日
以
後
の
場
合

③
地
方
消
費
税
の
創
設

新
設
の
地
方
消
費
税
は
、
い

っ

た
ん
県
に
入

っ
た
後
、
半
額
が
県

内
各
市
町
村
に
人
口
と
従
業
者
数

に
応
じ
、
配
分
さ
れ
る
予
定
で
す
。

女
消
費
税
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
税
務
署
岱

μ
|
1
3
7
0

第17回全日本マスターズ陸上競技選手権大会

八一フマラソン・ 10kmロードレース
(スター卜、午前10時) (スター卜、午前10時15分)

9月16日(月・振)雨天決行

10 月 1 日 ~7 日は「公証週間」

金銭の貸借、不動産の売買・貸借などの

契約や遺言には、公証人が作成する公正証

書を利用されると安全確実です。

詳しくは、公証役場にお問い合せ下さい。

相談は無料です。

一公証人による無料相談会一

・期日/10月 2 日 (梢午後 l 時~4 時

.場所/サンプラザ 3階

砂問合せ先/魚津公証役場合24-6747

ー「法の日」週間行事による無料法律相談一

・期日/10月2日附午前10時~午後4時

.場所/サンプラザ 3階

砂問合せ先/富山地方・家庭裁判所

魚津支部 ft22-0160 

一司法書士法律相談一

(登記、供託、訴訟書類作成等)

・期日/10月5日仕)午前10時~午後 3時

.場所/魚津市民研修センタ-

砂問合せ先/富山県司法書士会魚津支部

ft0764-72-4746 

1 9月の歩こう会一寸

-期日/9月8日(日)

参加希望者は、午前 7時20分 JR魚津駅

集合

・昼食持参、交通費自己負担

J R魚津駅→ JR福野駅下車

高瀬神社→庄川水公園→ JR福野駅まで

約14キロを歩きます。

炉問合せ先 魚津歩こう会

(三輪ft24-1470)

|市民ふれあい霊気楼号 北海道から沖縄まで、 41都道府県から参加します。

ご声援と~通規制|ごご協力お願いレま宮
16日の午前10時から12時30分まで、上図の区間、突通規制を行います。

突通誘導員の指示に従って、通行くださいますようお願いします。

秋の全国安通安全運動

9月21日間"-'30日伺)
・高齢者の~通事故防止・シートベルトの着用の徹底

9月は反射材利用促進月間です。

ピカピカシールなどの反射材を活用し、「早期発見J

「交通事故防止」に務めましょう。反射材見舞金制度も

あります。問合せ先魚津市交通センタ-ft22-1747

お座敷列車で行<

秀吉博日帰りの旅
10月3日(滋賀県長浜市)

・募集人員 150名

・旅行代金 14，000円

定員になり次第締め切らせていただきます。

申込みは、お早めにノ

惨申込み・問合せ先

J R魚津駅 合24-1456

a 

ft23-1025 市商工観光課



話題
お知らせください。

広聴係 ft23-1015
新川広域圏の清掃センター

起工
新川広域圏事務組合の清掃

センターの起工式が8月20日、

朝日町で行われ、石川理事長(魚

津市長)や工事関係者など約150人

が出席しました。

現在、 2市 3町のゴミは、西部清掃セ

ンター(魚津市)と東部清掃センター(朝

日町)の 2カ所で処理されていますが、

昭和48年建設で老朽化が激しく、統合し

て新築されるものです。総事業費は約78

億円て¥平成12年 4月の稼働予定です。

新しい清掃センターは 県内初の准連続

燃焼方式て¥ゴミが残らず、公害防止に

「なかなかやるじゃなしゅ汀

日独スポーツ少年団同時交流
7月29日から 8月 2日まで、 ドイツ南ノくー

デンスポーツユーゲントに所属する 12名が魚

津市を訪れ、スポーツを通して交流を深めま

しfこ。

8月1日、猛暑のなか、総合体育館では柔道、

‘剣道、弓道、林道、空手の日本の武道に挑戦

.していました。柔道、剣道は経験のあ る団員

も、空手や弓道は初めてとあって、興味津々 。

弓道では 、的に当た って大喜び。空手では予

想外ののみこみの早さに、指導にあたった高

校生から、思わず「うまいにかあ」の声も聞

かれました。

師、・海

5代目

救助艇「雄山丸」の就航式が 8月 2日、経

団漁港において行われました。精惇なスタイ

ルの「雄山丸」のキャ yチフレーズ‘は‘海に 義

やさしい救助艇"。 海にはやさしいが、最大 宮

速力は30ノット/hで、 章駄天の頼もしいヤツ ま

‘-::=-':去7です。華麗な雄姿をご覧ください o { 

つ:-~-;": この日は、式が終わ ったあと、漁船の乗組E
員が海で救助を待つという想定で、県消防防主

災へリ「とやま」なども参加して、海難救助 を

訓練が行われました。備えあれば憂いなし、 iI.
でもなるべくなら「雄山丸」出動の機会も少3
ないにこしたことはないですね。 B
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始球式をする坂田利夫さん

事ちの
地域の催しものなど、

企画広報室広報

sマドンナたちの甲子園

a 

10回記念女子大学野球

全国太学女子軟式野球大会が 8月24

日、桃山野球場で閉幕し、全国から参加

した 27チームが熱戦を展開しました。

今年は昭和62年の開催以来、 10回記念大会

となります。開会式では、連続出場の洗足学園

魚津短 大など 5校 に 表彰 状、魚津市野球協会

など l団体 2個人に感謝状が贈られました。

その後、日本体育大学の田口裕子主将が 「自分

たちのために野球を楽しみたい」と選手宣誓。

エキシビジョンマッチとして 吉本興業の「吉本

どーじゃあ ズ、」 と全日本女子軟式野球選手権大

会で優勝した「オール兵庫」が対戦しました。

試合は25日から桃山、天神山の両球場で行わ ， 
れ、 真っ黒に日焼けした選手たちは、真剣に 白 3 
球を追っていました。 I

、お.，，~.:抽偽情獅F

国の違いを越えて
うおづ世界の夏祭 り

第 1回 「うおづ世界の夏祭り 」が 8月 3日、

新川文化ホールで開催されました。

祭りは 2部構成で行われ、 1部ではタイ語や

ポルトガルなどの会話教室や英語の紙芝居など

があり、何か国もの人が参加しました。 また、

セネガルで活動した元青年海外協力隊員が文化

の違いを語ったほか ルワン夕、の内戦で夫を失

った朝日町のルボネカ ・優美子 きんが、内戦の

恐怖と悲しみ、平和の尊さを切々と訴えました。

2 音~では、メキシコのデイブ ・ レイブさんカf

上手な日本語で一輪車などの大道芸を披露。最

後に 8.8.モフランさん(市内蛇田 )のコンサー

トが芝生広場で行われ、軽快なリズムに観客も

立ち上がって踊っていました。



~Kロ ~N口
同~~白白A

お寄せください………...・H ・

「憩いの広場」は、みなさんに登場してい

ただくページです。各コーナーに出ていた

ただける人やグループを募集しています。

企画広報室広報広聴係 ft23-1015 

一
元
気
く
ん

加
藤

俊
弥
く
ん
(
三
田
)

平平
成竺
6 
年弓
4 子
月夫
20妻
日グ〉

4 次
1生男ま)

れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

ス
ク
ス
ク
大
き
く
育
っ
て
ネ
。

ス
ワ
ス
ワ
ち
ゃ
ん

8
月
3
日
に
知
的
障
害
者
通

所
施
設
「
わ
か
く
さ
作
業
所
」

の
納
涼
祭
が
市
役
所
前
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
交
流
の

一
環
で
、
当
日
は
、
新
川
女
子

高
校
の
生
徒
や
松
下
電
子
工
業

の
皆
き
ん
が
模
擬
庖
を
出
す
な

ど
、
大
勢
の
方
が
祭
り
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

シ
ン
か

l
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
、
ご
と
う
ひ
と
み
さ
ん
も
そ

の
ひ
と
り
。
透
き
通
る
よ
う
な

声
で
、
自
作
の
「
心
配
し
な
く

て
い
い
よ
」
な
ど
を
約
加
分
間

熱
唱
。
わ
か
く
さ
の
通
所
者
と

金
山

未
歩
ち
ゃ
ん
(
新
金
屋
)

(修
・
江
三
子
夫
妻
の
長
女
)

平
成
6
年
6
月

口

日

生

ま

れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
っ
て

ネ
。

「
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
」
な
ど
も

楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
と
う
さ
ん
は
岐
阜
県
出
身
で

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
名
古
屋
で

生
活
し
ま
す
。
小
さ
な
こ
ろ
は
ピ

ア
ノ
を
習
っ
た
り
「
よ
く
畑
に
出

て
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
即
興
で
口
ず
さ
ん
で
い
た
」

そ
う
で
す
。

平
成
2
年
、
市
内
東
尾
崎
在
住

の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏
者
、
滝
沢

卓
さ
ん
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ

ー
ト
の
話
が
魚
津
市
と
関
わ
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
3

年
に
は
富
山
県
に
転
入
。

「
富
山

の
き
れ
い
な
緑
や
海
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら

っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
広
い
と
こ
ろ
で
伸
び

伸
び
と
歌
え
ま
す
し
、
雑
音
も
少

な
い
。
こ
こ
に
来
て
、
名
古
屋
で

は
ス
ト
レ
ス
が
あ

っ
た
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
」
。

現
在
は
、
作
詞

・
作
曲
や
各
地

の
コ
ン
サ
ー
ト
、

C

M
ソ
ン
グ
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
幅
広
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

黒
部
市
の
老
人
保
健
施
設
「
カ

リ
エ
ー
ル
」
で
歌
っ
た
時
の
こ

と
。
病
気
で
声
が
出
な
く
な
っ

た
人
が
一
緒
に
歌
い
出
し
ま
し

た
。

「
相
手
も
び
っ
く
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
私
の
方
が
、
歌

に
こ
ん
な
力
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
時
ほ

ど
歌
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。

今
、
重
度
身
体
障
害
者
療
護

施
設
「
高
志
療
護
ホ

l
ム
」
で

生
活
し
て
い
る
草
島
昇
さ
ん
の

作
っ
た
詩
に
曲
を
付
け
て
い
ま

す
。
わ
か
く
さ
で
も
月
2
回
、

一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

「行

け
ば
楽
し
い
で
す
し
、
み
ん
な

に
歌
の
楽
し
き
を
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
」
。
「
人
や
自
然
と
の
つ

な
が
り
、
人
や
自
然
へ
の
い
つ

く
し
み
を
歌
に
し
て
い
き
た
い
。

悩
ん
で
い
る
人
の
心
に
す
っ
と

入
っ
て
い
く
よ
う
な
歌
を
作
り

た
い
」
ご
と
う
さ
ん
の
歌
へ
の

思
い
で
す
。

日
月
5
日
に
は
、
魚
津
市
健

康
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
る
「
ふ

れ
あ
い
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
出
演
し
ま
す
。

a 



『まちかと、、伝言板』で、

紹介されたら、テレな

いで友だちの輪に参加

してください。

お願いしま ~す。

わたしから、
あなたへ......

まちかと

魚津の夏は暑いし、湿度が高くて……長野県から魚津に

嫁いで14年目。 i上回の近 くで、 雪も降らないんですよ」

今は PTAで忙しいけど、リズム体操にも通っているとか。

/一~.r-一、/ー-

( (大島さんへ〉

i 今度、ボートに

/ ぜひ、乗せてく

oobださい。

¥ノにノル

ソーイングにも関心があるとおっしゃる山崎さんから

紹介されたのが、生協でお世話になっている大島さん

(岡本さんへ)_ ( i今年から、初めて町内会の役員をやって、結構忙しい

E 什事に頑張っし 1ですね」ノマソコン通信は以前からやっておられ、玄人はだ
00ぞ!?Jし( 玄 人 ? 国

山崎ゆき子さん (出)

今は、アウトドアに興味があると言う大島さんからは

子供同志が同級生のお母さん、岡本さんへ

書が趣味だとおっしゃる岡本きん。秋の展覧会のための

作品作りにゆっくり取り組みたいそうです。 i子供も大き

くなって、もう手はかからないはずなんですがー…・」

ミュージカルが好きで、時々観に行ったりもすると言

う岡本さんからは、前の職場の同僚、高野さんへ

10月号へ

英則さん (上村木)大島

広子さん (北鬼江)岡本

ラピーパット・サワンワンさん

(チェンマイ市からの短期留学生)

うおっ見たまま
感じたまま

私
が
魚
津
に
い
る
問
、
皆
さ
ん

お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
め
て
魚
津
に
着
い
た
日
に
、

私
の
た
め
に
小
さ
な
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
感
動
し
ま
し
た
。

私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友
だ

ち
が
で
き
て
、
全
然
淋
し
く
思
わ

な
か
っ
た
で
す
。
中
空
フ
ァ
ミ
リ

ー
は
本
当
に
暖
か
く
親
切
で
素
晴

ら
し
い
家
族
で
し
た
。
特
に
お
母

き
ん
は
話
し
好
き
で
た
く
さ
ん
の

友
だ
ち
が
い
て
、
旅
行
と
俳
句
を

作
る
の
が
好
き
で
す
。

お
父
さ
ん

も
す
ご
く
暖
か
い
人
で
す
。
娘
の

聡
子
は
一
番
の
友
だ
ち
で
す
。

3

人
の
お
兄
さ
ん
も
時
々
家
に
帰

っ

て
き
ま
す
。
優
し
く
て
カ

ッ
コ
い

い
。
私
は
本
当
の
妹
に
な
り
た
い
。

中
空
家
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
た
い

で
す
。

富
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
は
日
日
間

ホ

l
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
宮
田

川
家
も
と
て
も
暖
か
く
素
晴
ら
し

い
家
族
で
す
。

3
人
の
女
の
子
と

2
人
の
男
の
子
、
そ
の
う
ち
の
マ

キ
は
、
今
ち
ょ
う
ど

5
週
間
チ
ェ

ン
マ
イ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
富
川

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
立
山
へ
行

っ
て
初
め
て
雪
を
見
ま
し
た
。

新
川
女
子
高
校
で
は
、
み
ん
な

と
乗
鞍
ヘ
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
、

最
高
に
楽
し
か
っ
た
。

魚
津
は
海
や
山
の
美
し
い
景
色

と
、
新
鮮
な
空
気
、
そ
し
て
親
切

な
人
た
ち
が
チ
ェ
ン
マ
イ
と
似
て

い
ま
す
。
魚
津
の
何
も
か
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
魚
津
が

大
好
き
で
す
。
ま
た
こ
こ
に
来
た

い
で
す
。
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が

と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

自



:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.;.:.:.:.:.:.:.:...:..........剛山

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
と

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
事

業
所

・
企
業
統
計
調
査
と
一
部

地
域
で
社
会
生
活
基
本
調
査
が

同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ

ら
の
調
査
は
、
施
策
や
計
画
を

立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と

な
る
も
の
で
す
。

9
月
下
旬
か

ら
調
査
員
が
事
業
所
や
世
帯
に

お
伺
い
し
、
調
査
票
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

岱
お

|

1
0
1
9

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
な
ど

に
転
用
す
る
と
き
は
、
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
。

V
転
用
の
種
類

①
農
地
の
所
有
者
が
自
ら
転
用

す
る
場
合

②
農
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り

し
て
転
用
す
る
場
合

V
申
請
の
方
法

申
請
書
を
市
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
提
出
期
限

毎
月
初
日

※
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
は
、

事
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
除
外

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
農
業
委
員
会
事

務
局
(
市
農
業
水
産
課
内
)

合
お
|

1
0
3
2

市
営
宮
津
霊
園

4
区
画
受
付
開
始

9
月
初
日
ま
で

市
営
宮
津
霊
園
で
は
、
返
還

さ
れ
た
墓
地
4
区
画
の
使
用
申

込
み
を
受
付
し
ま
す
。

V
申
込
み
の
資
格

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

・
納
骨
場
所
が
な
く
、
早
急
に

お
墓
を
必
要
と
し
て
い
る
方

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
公
園
住
宅
課
業
務
係

岱
お

1

1
0
2
6

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
助
成

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど

に
対
し
、
児
童
が
日
歳
に
な
る

ま
で
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

V
対
象
者

・
母
子
家
庭
の
母
と
児
童

.
父
子
家
庭
の
父
と
児
童

.
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育

す
る
人
と
、
そ
の
児
童

V
助
成
範
囲

対
象
者
の
医
療
費
の
個
人
負

担
分

V
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課

児
童
家
庭
係
企
お
|

1
0
0
6

犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

最
近
、
犬
の
苦
情
、
特
に
糞

の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
散

歩
中
の
糞
の
し
ま
つ
は
、
飼
主

が
し
っ
か
り
と
や
り
ま
し
ょ
う
。

公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

登
録
(
終
生
一
回
)
と
年
一

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
も
お
忘

れ
な
く
。

ま
た
、
絶
対
に
放
し
飼
い
は
、

や
め
ま
し
ょ
う
。

V
問
合
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
係

包
お
l
1
0
0
3

9
月
は

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

で
す

も
う
一
人
、

あ
な
た
の
職
場
に
障
害
者

国
及
び
県
で
は
、

一
人
で
も

多
く
の
障
害
者
が
働
く
場
を
得
、

働
く
喜
び
と
生
き
甲
斐
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
9
月

を
「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
魚
津

mu
M
1
0
3
6
5
 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
戸

あ
な
た
も
し
て
み
ま
せ
ん
か

観
光
案
内
や
ガ
イ
ド
を
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
、
意
欲
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課
8
n

ー

1
0
2
5

電
話
受
換
機
機
能

追
加
工
事
の
お
知
ら
せ

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

保
守
性
の
機
能
向
上
を
目
的
に
、

電
話
交
換
機
の
機
能
追
加
工
事

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

・
工

事

期

日

日

月

6
日
(
日
)

午
前
4
1
6
時

午
前
4
時
か
ら
午
前
6
時
ま

で
の
問
、

2
分
程
度
電
話
が
ご

利
用
い
た
だ
け
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

0

・
対
象
局
番
辺
局
、
お
局
、

μ
局
、
訂
局
、
ロ
局
、
お
局

V
問
合
せ
先

N
T
T
富
山
支
店

合
局
番
な
し
の
川

不
用
ロ
回
受
換

V
ゆ
ず
り
ま
す

・
た
ん
す

・
自
転
車

・
双
眼
鏡

・
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

(
屋
外
石
油
タ
ン
ク
付
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
総
務

課
行
政
係

E
n
-

-
0
1
9

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
訪
問

車
と
公
民
館
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ワ
ー
プ
ロ
を
導
入

(
財
)
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
受

け
て
、
軽
自
動
車

3
台
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
比
台
、
ワ
ー
プ

ロ
1
台

を
購
入
し
ま
し
た
。

軽
自
動
車
は
、
ホ
l
ム
へ
ル

パ

l
の
訪
問
車
と
し
て
、
ま
た
、

フ
ァ

ッ
ク
ス
と
ワ
ー
プ
ロ
は
、

公
民
館
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動

の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

。



jご寄付ありがとう
5 ございましだ く敬称略>..，.:..¥.....，

砂善意銀行へ

故宮野藤明 新金屋二丁目 100，000円
日本海電業側吉田輿弘 5，000円

平津秀明 中央通り二丁目 50，000円

田原周一緑町 50，000円

側魚津清掃公社代表取締役贋瀬敏雄 200，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

上里賢治釈迦堂一丁目 100，000円

西田芳雄吉島 100，000円

岩崎幸男大光寺 30，000円

上口保育園職員一同 4，700円

渡溢ふみ子相木 500，000円

本田会計事務所吉島一丁目 17，710円

アップルヒル内ノ fーテイランド 2，981円

三井自動車附友の会 3，000円

故北原艶吉吉島 300，000円

惰)魚津銀金吉島 5，000円

匿名 50，000円

田中郁子火の宮町 3，000円

砂社会福祉基金として

匿名

伊 東新二

故中島久松

布本 貞明

匿名

山j畢 高志本江

上里 賢治釈迦堂一丁目

異門社中(異門敏子) 本町

渡逃ふみ子相木

田中政五郎 古島

砂魚津水族館へ

日新商事(附(富山市)ペンギン型 ゴミ箱16台

砂無縁仏供養に

匿 名

初
山
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ

教
室

パ
ソ
コ
ン

※
ワ
ー
プ
ロ
教
室

(一
太
郎
恥
5
)

9
月
刊
日
(
火
)
j
U
日
(金)

※
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
ロ
1
1

タ
ス
札
)

9
月
げ
日
(
火
)i
m
日
(金)

・
時
間
午
後
6
時

ω分
i

8
時
初
分

・
定
員
各
別
名
(
申
込
み
順
)

・
受
講
料
無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

8
μ
1
9
5
7
9
(月
曜
日
は
休
館
)

楽
し
く
学
、
ぶ

パ
ソ
コ
ン
教
室

(
魚
津
工
業
高
校
開
放
講
座
)

-
期
日

日
月
げ
日
(
木
)
、
児
日
(
金
)

幻
日
角
)、
辺
日
(
火
)、

m日(火
)、
初
日
(
水
)

・
時

間

午

後

6
時
j

8
時
叩
分

・
定

員

初

名

(申
込
み
順
)

・
受

講

料

無

料

・
対
象

一
般
(初
心
者
)

.
申
込
期
間

9
月
刊
日
(
火
)j

お
日
未
)は
が

き
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
工
業
高
校
(
池
田
)

干
mm
魚
津
市
浜
経
団
3
3
3
8

8
n

ー

2
5
7
7

お
日
(月
)

世
界
の
料
理
で

「
い
だ
だ
き
ま
す
」

今
回
は
韓
国
料
理
で
す
。

食
べ
る
こ
と
と
外
国
に
興
味
が

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

第
4
回
は
韓
国
料
理

・
講
師

李

倫
珍

(県
国
際
交
流
員
)

・
日
時

9
月
日
日
(
水
)

午
後
1
時
1

4
時

・
場
所
大
町
公
民
館

・
定
員

初
名
(申
込
み
順
)

・
参
加
費

無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

包
お
l

1
0
1
7

英
語
で
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
せ
ん
か

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ロ
ン

Vol.4 

上
手
な
人
の
話
を
聞
く
良
い

機
会
で
す
。

-
日
時

9
月
日
日
(
水
)

午
後
6
時
初
分
か
ら

10，000円

50，000円

100，000円

100，000円

1，000，000円

50，000円

100，000円

50，000円

500，000円

100，000円

湯 上

東山

友道

8
時
ま
で

・
場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

a
n
-
-
0
1
7

ネ塁
|霊
ミ空

自己5
30 L ~ 
日妻手六

選集逼

魚
津
商
工
会
議
所
青
年
部
で

は
、
純
魚
津
産
の
地
酒
を
作
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
に

自
慢
で
き
る
素
晴
ら
し
い
名
前

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
に
酒
の
名
前
、
あ
な

た
の
氏
名
、
住
所
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
載
の
う
え
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

V
送
付
・
問
合
せ
先

魚
津
商
工
会

議
所
青
年
部

窓
辺
|
1
2
0
0

5，000円

T
W
魚
津
市
上
村
木
1
l
m
l
m
ω

市

民

講

座

(
暮
ら
し
と法

律
セ
ミ
ナ
ー
)

9
月
比
日
(土
)

午
後
1
時
初
分
j

3
時
鈎
分

新
川
文
化
ホ

l
ル

2
0
1
会
議
室

申
込
み
不
要
(
受
講
料
無
料
)

.
内
容

H

チ
ヨ

ッ
ト
お
し
ゃ
れ
な
合
言
葉
H

誕
生
日
に
は
遺
言
書
を

j
年
金
を
上
手
に
使
っ
て

楽
し
い
老
後
j

講
師
公
認
会
計
士

本
田
百
合
子
先
生

V
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
企
お
|
1
0
4
5

-
期
日

・
土
寸
同
町

n
H
M
!

E
ト
卜

U

・

-
会
場

a 

-市政情報テレホン・サービス322-3600

・キャプテン・サービス (テレビ画面案

内)市役所ロビー ・水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス 324-8841 

・税務テレホン・サービス

(税務相談室富山分室 )30764-3ト9222

・健康テレホン・サービス

(県保険医協会) 包 0764-42-0003

9 月のテーマ

(月) えくぼ

(火) 子どもの腸管感染症

(水) 超音波検査(エコー)

(木) 歯科医療から見た姿勢の話

(金 ) こむらがえり

(土・日)白内障の手術

一電話 情報=



本

E:書官 l

く主

話
題
の
一

く主

冊

不
思
議
な
事
が
あ
る
も
の
だ

宇
野
千
代
著

mm
歳
の
天
寿
を
全
う

す
る
ま
で
書
き
つ
づ
け

た
、
宇
野
千
代
の
文
学

の
極
点
を
示
す
、
最
晩

年
の
短
篇
、
「
或
る
小

石
の
話
」
「
不
思
議
な

事
が
あ
る
も
の
だ
」
な

ど
7
篇
と
、
単
行
本
未

収
録
の
最
新
エ

ッ
セ
イ

5
篇
、
旧
作
4
篇
を
収

録
。

す
ば
ら
し
い
出
会
い
が

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

新
し
い
本
か
ら

@
一
般

イ
ル
カ

・
セ
ラ
ピ

l

ベ
ッ
ツ
ィ

・
A
・
ス
ミ
ス

ボ

ス

ニ

ア

戦

記

水

口

康

成

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
活
用
法古

瀬
幸
広

「
オ
ウ
ム
の
野
望
」

毎
日
新
聞
社
会
部

へ
の
日
記

柳
田
邦
男

水
木
し
げ
る

裁
か
れ
る

「
死
の
医
学
」

妖
精
画
談

-v文
学
・
小
説

天
の
伽
藍

ス
ト
ー
ン

・ダ
イ
ア
リ
ー

キ
ャ
ロ
ル
・
シ
l
ル
ズ

田
中
光
二

南
原
幹
雄

井
上
夢
人

津
本

黄
金
樹
林

名
将
大
谷
刑
部

パ
ワ
ー

-
オ
フ

争

児

童

脳
の
は
た
ら
き

ド
ラ
え
も
ん
か
ら
だ
シ
リ
ー
ズ

恐
竜
の
タ
マ
ゴ
ヒ
サ
・ク
ニ
ヒ
コ

ド
ラ
ゴ
ン
伝
説
秘
宝
の
五

し
か
た
し
ん

ゾ

ッ
と
す
る
学
校
の
七
不
思
議

あ
そ
ん
で
あ
そ
ん
で
附
本
順

な
が
れ
星
の
よ
る

た
む
ら
し
げ
る

・
ビ
デ
オ
・

C

D

貸
し
出
し
は
、

ひ
と
り

3
冊、

ジ
ュ
ラ
シ

ッ
ク

・
パ
ー
ク

フ
ォ
レ
ス
ト

・
方
ン
プ

マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋

ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
恐
竜

F
A
L
L
I
N
G
-
N
T
O
 

セ
リ

l
ヌ

・
デ
イ
オ
ン

Y
O
U
 園

自
国
箇
詣
麿

I場

朗
読
録
音
研
修
会
叩
日
(
火
)

川
柳

教

室

日

日

(

水

)

古

文

書

解

読

会

日

日

(

金

)

源
氏
物
語
を
読
む
会
幻
日
(
日
)

武
限
文
書
研
究
会
お
日
(
水
)

草
が
な
で
読
む
読
書
会
初
日
(
木
)

時
事
英
語
を
読
む
会
幻
日

(金
)

※

「
朗
読
録
音
研
修
会
L

と
「
源

氏
物
語
を
読
む
会
」
は
午
前
日
時

か
ら
、
そ
の
ほ
か
は
午
後
1
時

ω

分
か
ら
。

¥
ー
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

j

f
i
ll
--
9
月
の
お
し
ら
せ
そ

映
画

レ
オ

・
レ
オ
ニ

の
お
話

紙
し
ば
い

ぷ
っ
ぷ
み

み
ず
く

映
画

世
界
で
い
ち
ば

ん
す
て
き
な
た
ま
ご

工
作

ス
ト
ー
ン

・
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ

・
と
き

午
後
4
時
j

・
対
象

幼
児
i
小
学
生

3
日
(
火
)

叩
日
(
火
)

げ
日
(
火
)

M
日
(
さ

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

休
館
日
月
曜
日
・
祝
日

-m日

」
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

8
M
l
2
4
0
2
 

0
お
も
し
ろ
科
学
教
室

9
月
凶
日
(
土
)
午
後
2
時
j

「
水
ロ
ケ

ッ
ト
」
は
、
ど
う
し

て
飛
ぶ
の
か
な
?
金
子
先
生

と
空
高
く
「
水
ロ
ケ

ッ
ト
」
を

飛
ば
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

O
お
や
つ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

9
月
幻
日
(
土
)
午
後
2
時
j

ホ
ッ
ト
ド

ッ
グ
を
作
り
ま
す
。

(
材
料
費
印
円
)

9月28日辻)小雨決行

午前9時-12時

二埋没林博物館=

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー

0
陶
芸
教
室

(
9
月

i
m月
コ
ー
ス〕

.
定
員
:・
親
子
初
組

・
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日

午
前
日
時
初
分
j

・
材
料
費
側
円
を
そ
え
て
、
日

日
(
冬
ま
で
に
申
し
込
ん
で
ね
。

O

ビ
l
ズ
遊
び

日
日
宋
)
1
幻
日
(
串
午
後
4
時
j

・
ビ
l
ズ
を
使
っ
て
、
指
輪
や

ミ
サ
ン
ガ
を
作
り
ま
し
ょ
う

0

・
材

料

費

日

円

平沢の沌滝とその周囲に

成育しているトチノキ林で

動植物を観察します。

埋没林博物館入口

5年生以上

20名(申込順)

申込み・問合せ先

魚、津埋没林博物館

ft22-1049 

-集合

・対象

・定員

自



市民無料相談 (:~;)
砂市民相談 月~金曜日 9時-17時

砂行政相談 第1・第3木曜日 13時-16時

砂法律相談(予約制)第4火曜日 13時-16時

いずれも市役所市民相談室 ft23-10日・ . . 
惨 人権相談 第2金曜日 13時-16時

サンプラザ3階スタジオ広場

富山地方法務局魚津支局企22-0461

' 教育相談 月~金曜日 9時-16時

第1・第3土曜日 9時-12時

魚津市教育センタ- ft23ー1717

砂母子・家庭・児童相談 月~金曜日 9時-16時

市役所-社会福祉課 ft23-1006

惨乳幼児子育て相談 月~金曜日 9時-16時
道下保育園 ft23-9179 

• • • 
惨 就業相談 火・水・金曜日 9時-16時

市役所商工観光課 ft23-1025 

砂高年齢者職業相談 月~金曜日 9時-17時

市役所高年齢者職業相談室 ft22-2200内線164

砂パート雇用相談 月~金曜日 9時-17時

ノfート雇刑センター(サンプラザl階)ft22-8152 

砂 住宅相談 第2水l曜日 10時-1611寺

市役所第 4会議室

魚津地域住宅相談所 ft22-5078 

惨暴力団に関する相談 第4金|曜日 1311寺-16時

市役所第 3会議室

市役所市民生活課 企23-1004

砂交通事故の相談

魚津市交通センタ- ft22ー1747

月~金曜日 9 tI寺-17時

富山自動車保険請求相談センター

富山市フコク生命第2ビjレ6階 ft0764-32-2294

月~金昨日 9時30分-16時40分

0弁護士相談 第2・4木曜日 13時-16時

県民相談室(総合庁舎内)ft24-5311内線250

第3水曜日 10時-15時

日弁連交通事故相談センター (県弁護士会館)

岱0764-21-4811 毎週木曜 R 13時-16時

砂健康・介護相談

水曜日 9時-11時健康センター

砂福祉・介護相談 常時 (24時間)

在宅介護支援センタ- ft24-8484 

砂心の相談 月~金曜日 9時-1611寺

砂エイズ相談 月~金曜日 9時-16時

検査日・火曜日 13時-15時

いずれも 魚津保健所 ft24-0359 

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)
月~金曜日 9時"'16時 ft23-0899

回
目
大
ホ
1

ル

THE BOOM 
OPICALIZE TOUR 

高校生以上 スポーツ
500円

アカデミー魚津14:00 I 中学生以下

300円 ft23-0541 

13:30 I 整理券
富山テレビ放送

ft0764-25-1111 

全席自由500円 魚j章ライオンズクラブ
13 :00 I (当日 700円) ft24-2816 

14:00 I 整理券
魚津市企画広報室

ft23-1017 

14:00 入場無料
東部中学校

宮 22-0207

9:00-
魚津市

17:00 
無料 教育センター

22日は
16:00まで

ft23-9161 

8岡 lMあいチャリティ時ト
ファンタスティックハープ

小ホール 小倉知香子の世界

14日出 「すなふ金の夜」
小ホール 公開録画

15日目 フェスティパル・オブ・
大ホール ミラージュ

16日目) ルシア糧満コンサート
小ホール アルパの調べ

21日出 魚津市立東部中学校
小ホール Third Concert 

魚津市小中学校
22 日 科学展覧会
展示ホール

30日開 | 国民文化際とやま'96 I 13:00 坐理券 | 国境j数皆県
小ホール | 富山国際演劇祭 I ，"cJ.vv  I -='=?T I ft0764':"":-41"::'8635 

掲載したものは催物の一部です。詳しいことは、サンプラザ、楽器屈などにあるイベントガイドをご覧ください。

ミユージヴワ弓ふチ
地域の音楽家が出演する

ミニコンサートです

毎週土曜日・正午~

9月のメニュー 入場無料

ア日一-ピコフノコンサート

何回・・・能と幽玄

21日・・・洗足プロムナード

コンサートVII(蕗楽器〉

'96魚津市民文化祭美術の部作田募集

{10月21日正午必着〉

|一般の部 I(展示期間 10 月 31 日 ~11 月 4 日 )
0絵画(日本画、洋画)・書 ・彫刻 ・工芸 ・写真

|教育の部 I(展示期間 11 月 9 日 ~11 月 10 日 )

o小、中学生の図画 ・書 ・工作

・応募資格 市内に在住される方、または通勤通学される方及び魚、

津市出身者

・応募方法 l人2点までで、未発表の作品に限る 。教育の部の作

品は、学校で取りまとめます。

・作品規格 (一般の部)

絵画は10号以上120号以内で額装。書は 、額または枠張りで10号

以上、横182cm以内。てん刻は制限なし。彫刻、工芸は破損の恐れ

のないもの。写真は半切以上、組み写真は四切り以上150cmX 150 

cm 以内。パネル、枠装、額装とし、ガラス張は不可。

・申込み・問合せ先 教育委員会社会教育課 ft23-1045 .. 



-157 
食中審

病原性大腸菌 0-157

による 食中毒は 、腸管

出血性大腸菌感染症と

呼ばれ、指定伝染病に

なり ました。

この病気は、菌が食

品や水、手指から口に

入ることで感染します

が、次のことに注意す

れば予防できます。

予防の決め手は
手洗し、と加熱です。

@食事の前 ・ト イレの後の手洗いは十分に。

@食材は流水などでよく洗い 、食品は加熱を十

分に。 大腸菌は75
0

C、1分間で死滅します

@調理した食品は速やかに食べる。

残り物は冷蔵庫に入れる。

。ふきん 、まな板、包丁など調理器具は熱湯、

洗剤などで清潔に。

@魚、は真水でよく・洗う 。

@井戸水、受水槽は年に 1回、水質検査。

‘宵~器a・ -・置四壁2・[$~診案EBき
実施日 受付時間 ムA、 場

9:30-11 :00 
3 日 (火) 経団公民館

13:15-15:00 

9 :30-11 :00 
4日附 経団漁協

13 : 15 -15 : 00 

9:30-11 :00 経団公民館
10日 (火)

市民研修セ ンター (注)17 : 00 -20 : 00 

9 :30-11 :00 
11日附 日カ厚生会館

13:15-15:00 

13日 (金) 17 : 00 -20 : 00 魚津市役所 (注)

18自体) 9 :30-11 :00 村木公民館

24日 (火) 9 :30-11 :00 市民研修セ ンター

9 :30-11 :00 大町小学校
27日 (金)

大町公民館13:15-15:00 

9:30-11 :00 大町公民館
10月2日

新)11ハイツ13:15-14:00 
体)

大光寺公民館14:30-15:30 

10月4日 9 :30-11 :00 大町公民館

(金) 13 : 15 -15 : 00 常徳寺

9
月
四
日

i
m日
は
結
核
予
防
週
間
|
年
に
一
回
は
検
診
を
|

(注)は基本健診もあわせて行います。

母国争〈争

7月26日までに受診された方 で、個別に結果通知

が届かなかった方については、特に異常な所見は認

められませんでした。来年も受診しましょう 。

結核検診の結果通知について争 令 令

腹痛、下痢などの症状があ る時は 、

速やかに医師の診療を受けてください。

一一一一ro-157J電話相談窓口

魚津保健所 岱24-0359

魚津市健康センタ- fi'24-3999 

<24時間ホットライン〉

富山県健康課 fi'0764-44-9085 

富山県業務食品課 fi'0764-44-9086 

魚津保健所では、健康相談の結果、必要な人

に対して、無料で0-157の検便検査を実施して

います。

-Eヨ回路間話路・ゆ受診券・健康手帳・検診料金

内 廿~ 受付時間 実施日 ・会場

胃がん 8:30- 9:30 
12日側・ 26日附

大腸かん
8:30-9:30 
13: 00 -14: 00 市民研修センター

子宮かん 13: 00 -14: 00 20日働・10月1日側

手し か ん 13: 00 -14: 00 
道下公民館

9
月
は
が
ん
征
圧
月
間

一平日都合の悪い方ヘ-

イ木田がん横診 10月6日(日)

受付/8:30-9:30 場所/魚津市役所

※申込みは検診の10日前までに健康センターへ
水質検査のご利用を

魚津保健所では 、井戸水などの飲料水の検査

を受け付けています。ぜひ、ご利用ください。

受付 毎週火曜日 8:30-12 :00 

料金 6，300円

(理化学検査10項目 、細菌検査 2項目分)

※あらかじめ、保健所へ検査容器を取りに来て

くfごきし、。

問合せ先 魚津保健所衛生課

血

fi'24-0359 

パパω育児教室
9月28日比)13: 00-16 : 00 ( 9月25日まで申込み)

内容ビデオ「お父きんへ…赤ちゃんからのメ ッセージ」

講演「お父さん出番ですよ」

葛野洋一氏(魚津緑ケ丘病院副院長)

申込み・問合せ先魚津市健康センター岱24・3999

〈参加募集〉



+休日当番医

日 一 市交 医

1(日日) 
平井整形外科

(整形外科)
(末広町 ・22-0888)

8(日日) 
深川 病院
(内科・産婦人科)

(鴨川町 ・22-5780)

15日
松井医 院

(日)
(泌尿器・皮膚科)

(本江 ・22-0745) 

16日
桝崎医 院

伺)
(内科・小児科)

(中央通り ・22・0399)

22日
船崎医 院

(日)
(内科・小児科)

(本町 ・22-3912)

23日
宮元医 院

伺)
(内科)

(本江 ・22-1393)

2(9日日) 
山 岸 医院

(産婦人科)
(上村木 ・24-5878)

日 歯 科 医

1(日日) 
魚津歯科医院
(朝日町 ・82-0468)

8(日日) 
もみの木歯科
(朝日町 ・83-2211) 

1(5日日) 小杉歯科医院
(黒部市 .82-0063) 

16日 近藤歯科クリニック
伺) (入善町 ・74-0023)

22日 近藤歯科医院
(日) (入善町 ・72-0023)

23日 塩見歯科医院
伺) (入善町 ・74-1350)

29日 新・宝田クリニック
(日) (入善町 ・72-0078) 

新川地区

休日夜間急患医療センター

(黒部市消防署向側宮54・0731)
診療時間午後7時-11時

診療科目内科・小児科・外科

~~~国産量 ゆ 母子手帳

内 ，廿*'" 対 象

マターアイ(8セコミーナスー) 妊婦とその家族

股関節脱臼検診 j荷3か月児

4か月児健診 4か月児

8か月児健診 8か月児

離 乳 食 指導 8か月児

1歳 6か月児健診 1歳 6か月児

3 歳児健診 3歳 6か月児

未就園児と
育児サ口 ン

その家族

青島すくすくサロン 同 上

魚津市健康センター ft24-3999
「ゆ 」は持参していただくもの

実施日 受付時間 ぷz〉==、 場

27日働 9:00-9:30 健康センター

5日側 13: 00-13: 30 魚津保健所

19日付。 13: 00 -13: 30 

18日制 13: 00 -13: 30 

今月は行いません 健康センター

24日閃 13 :00-13 :30 

4 日~1<) 13 : 00 -14 : 00 

11日側 9:00-9:30 松 倉生セ活ン改タ善

13日告白 9 :45-10:00 健康センター(野外)

19日側 9:00-9:30 道下保育園

13日働 9:45-10:00 健康センター(野外)

S草画EZEヨ ゆ予診票と母子手帳

対 象疾病 対象年齢 実施日 該当地区

12日側 大町、 下中島、上中島、松倉

急性灰白髄炎 生後 3か月
13日働 本江、上野方

20日働 経由、天神
(ポリオ) -18カミ月

25日制 加積、片貝、西布施

26日附 道下、村木

日 本 目出 炎 生後36か月-60か月 6日働 10月4日制経団、西布施、片貝

(注)以上の予防接種は、すべて健康センターで行います二受付時間は13: 30 -14 : 00で七
ツベルタリン反応検査 とBCG接種は、今月は行いません。

麻しん(は し か)|生後 |所定の医療機関で受けてください。

風しん(三日ばしか)112か月 -36か月|風しんは、麻しん接種のあとにうけてください。

実施日 | 受付時間 A 
~ 場

5日嗣・26日附I9 : 30 -11 : 30 

17日閃 113:30-15:30 
健康センター

健康診査後の健康相談会

ゆ健康結果を記入した健康手帳

実施日 会 場 G重量D
3日e)<)健康センター検診結果の見方、

18日側 道下公民館高血圧などを予

19日岡 本江公民館防するための、

受付 9:30-10:00 生活 ・食事指導

a 

糖尿病が気になる方の
ための相談会

ゆ健診結果を記入した健康手帳

実施日 会 場 。宣言D
10日閃 健康センタ- 糖尿病との

20日働 経 団 公 民 館 つきあい方

受付 13:15-13 :.30 



稲刈りの季節になると 、かつて、固めあちこちに稲を

乾かすための「稲架」が組まれた 。 稲架は4~5 ~;;; のたて

木に5、6本の横木を結んで作る 。 日中刈った稲を束に

してしばり、月明かりの下て¥稲架に束を架けていく

作業が続けられる 。学校帰りの子どもも夜遅くまで手

伝いに参加する 。一家総出の重労働は、しかし収穫の

喜びの時でもある 。

昭和40年代に入って、土地改良などによる田の大型

化と機械力導入が進むと、稲架は次第に姿を消して行

く。作業の順番も変わる 。腰をかがめての稲刈り、稲

架による天日干し、脱穀とし寸工程は、機械による稲

刈り・脱穀、そして乾燥となる 。機械は労力の大幅な軽

減をもたらしたが天日干しの米を懐かしむ声も多い。

シυース⑩

3初、2.
韓噂韓

稲架(昭和33年)

長月 (9月) 1日(日) 魚津市心身障害者体育大会(10:00------総合体育館)

5日(ボ市議会9月定例会開会

8日(日) 小中学校運動会(22日まで各校で)/魚津の朝市(8:00-----魚津港魚市場)

9日(月) 魚津市老人福祉大会(13:00------農協会館)

15日(日)敬老の日

16日(月・振) 全日本マスターズ陸上競技選手権大会(10 : 00~水族館前)

21日(土j 魚津市小中学校科学展覧会 (9 :00~新川文化ホール、 22 日まで)

22日(日) 防災訓練 (9:00~大町校下)

23日(月)秋分の日

30日(月) 国民文化祭とやま '96富山国際演劇祭(14:00~新川文化ホーj レ)

市の人口(平成町月末脚)男23.378人[H)] 女~人(-8) 計4問州+1) 14.845世帯[CJIi) !前月対出I
「魚津まつり」では、ご協力いただいたみなさん、どうもありがとうございました。残念ながら“祭りのあと"に残るのはゴミ 。

「たてもん」の終わった諏訪神社周辺では、後始末をする地域のみなさんの姿が見られました。一人ひとりが気をつければ、来年は・・・

a 


